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ルドルフ・ F ・ラノてンのダンス・ムーブメント・セラピー
Laban Movement Analysis and Dance Movement Therapy 
増山尚美
Naomi MASHIY AMA 
I はじめに
1993年7月19日より30日の約二週間にわたり，ロンドンのラパンセンターにおいてインター
ナショナル・サマースクールが開校され，かねてより興味のあったダンス・ムーヴメ ン卜・セ
ラピーのコースを受講する機会を得た。ルドルフ・フォン・ラパン（1879-1958）は運動を記
号によって記録する方法であるラパノテーショ ンの考案者として知られ，モダンダンスの歴史
の第一ページに登場する人物である。また教育においても数々の足跡を残し，わが国の学校体
育に表現を重視するダンスの領域が置かれた時期に大きな影響を与えた。セラピーの分野では，
ダンス・ムーブメン卜・セラピーがアメリカを中心に組織化されていった中で，ラパンの後継
者は独自の一派をなしている。今回の講座を通して，ラパンのダンス・ムーブメント・セラピー
の特色である LMA ( Laban Movement Analysis ）にじかに触れることができたのでここに
報告する。
n ラパンとダンス・ムーブメント・セラピー
1.ラパンの功績
ラバンはモダンダンス理論の父とも呼ばれ， 同じモダンダンスの興隆期にありながら感性の
ままに踊ったイサドラ・ダンカンとは対極にあるとも言える。彼は身体の動きを哲学や心理学
と結びつけ究明していった。精神・神経・筋肉が相互に関連しながら働くことに着目し分析法
を開発し，身体表現の規則を記号化した。これがラパノテーションあるいはキネトグラフィと
呼ばれる舞踊記譜法である。また単に力学的な動きの分析ではなく，動きを内側から推進する
力をエフオートという用語で表し，人間の精神的な態度を含む運動の分析を可能にした。これ
により外面に現れた動きを通して内側に隠れている心の状態を察知するだけではなく，反対に
どうすれば心の状態を現状と異なった状態に置き換えることができるかの方法を示すことがで
きる。これを応用し適性の判断にも用い得るところから英国の戦時労働力の向上に多大の貢献
をしたといわれる。
今回聞く ことのできた特別講演 fLaban Heritage Jのなかで， ValeriePreston-Dunlopは
次のように述べている。ラパンは初めパリの美術学校に入学し画家を志していたが，この時期
カンデインスキーの必要最小限の要素以外を省いた画風に関心を示していた。これは後に当時
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の形骸化していたダンスから無駄を取り去り，根本にあるものを表そうとした彼の姿勢に通じ
るものがある。スイスに移ってからはチューリ ッヒ・ダダの仲間になり，まったく新しい視点
から芸術をとらえ直す。第一次世界大戦後は舞踊界の指導者としてドイツに入った。そしてハ
ンフ、、ルグで劇場を作った彼は，音楽を使わない作品を発表している。ワルツやタンゴなど音楽
と同義語で表されるように，ダンスにとって必要不可欠と考えられていた音楽さえ廃し，「舞
踊は運動によって空間を創造する芸術」という理念を示したのである。
身体の動きの研究は， ラパンより前にフランソワ ・デルサルトやエミール ・ジャック・ダル
クローズが行っているが，ラパンはこれを厳密にダンスの領域と結びつけた。上記の彼の理念
により，それまでのダンスとは一線を画す，モダンダンスという新しいダンスの領域が認識さ
れるようになったのである。1910年にミュンヘンに学校を設立したのを初めとして，以来 ドイ
ツでさまざまな劇場や学校の創設者や芸術監督となり教育に関与した。不自然な身体や運動を
否定し，トウシュー ズやコルセットを用いず，またフロのダンサーではなくアマチュアの「コー
ラスJと呼ばれるグ、ルーフを作り，振り付けを行っている。彼の生徒であったマリー・ヴィグ
マンやクルト・ヨースによってラパンの理念は高い芸術性を有す作品として具現化され，今日
のダンスになお影響を与えている。 一方，幼児から大人まで各年齢層の発達に応じた指導法や
特殊教育の分野にも功績を残している。 その著書‘Mod巴rnEducational Dance，の中で，ダン
スは一部の特殊な職業につく人のものではなく，また人生の限られた一時期や特別な場面での
み行われるものではなく，あらゆる人にとって有益なものであることを説いている。ダンスの
教育がダンスの技能の習得にとどまらず，来たるべき新しい時代の生き方を示しているかのよ
うである。 そしてそれは広く受け入れられたのである。 ヒットラーの迫害を逃れてイギリスに
移住してからは，ダンスの教育と工場労働者の産業能率を高める身体の動きの研究を行った。
現在学校として存続しているのはイギリスのラパンセンターのみであるが，ニューヨークには
ラパン運動研究所と舞踊記譜法事務所がラパンの記譜法の普及と研究を続けている。また，パ
リ，ベルリン，スイスでもラパンの流れをくむ舞踊家，教師，研究者が活躍している。
2.ダンス・ムーブメント・セラピーとラパンの位置
ダンスはリズムの共鳴による集団との一体化や，悦惚感に至る精神の高揚やカタルシスを通
し， その効用を意識するかしないかにかかわらずセラピーの役割を果たしてきた。そのためダ
ンス・セラピーの歴史の始まりを限定することは不可能である。しかしダンスがセラピーとし
て意識され一つの確立した方法として積極的に利用されるようになるのは，1942年に，アメリ
カに於いて，第二次世界大戦でダメージを受けた人々への対応策のひとつと して，舞踊教育者
であった MarianChaceがSt.エリザベス病院に招かれたところから始まる。その後Irmgard
Bartenief , Mary Whitehouse , Blanche Evan , Alma Hawkins , Liljan Espenak , 
Trudi Schoopらが現れ，彼らの教育を受けた第一世代と称されるセラピストたちの活動が始
まった。 1966年にはChaceを筆頭にしてアメリカダンスセラピー協会が発足し， ダンス ・ムー
プメン ト・セラピーが研究機関として組織され，大学でのセラピス卜の養成コースが整うよう
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になった。第一世代はそれぞれ独自の理論体系を持ち実践を行った。上記のIrmgardBarte・
rneffやMarionNorthはラパンによる身体運動の力学的 ・空間的視点からの象徴性の議論や，
ダンスムーブメントの治療的価値への認識の流れをくみ，より現象的側面から身体運動を捕ら
え，身体運動の診断・評価が治療過程に不可欠であると考えこれに組織性を与えた。
ラパンの流れをくむセラピス卜は図1( Levy, Dance Movement Therapyより転載）の通
りである。このうちJKesten bergの子供を対象としたセラビーについて今回の講座でも大き
く取り上げていた。
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図1 ラパンを基点とするセラピス トの系譜
WhiteはLMA （ラパンの動作分析法）のtoolとしての役割を強調している。その具体的
方法は，患者のムーブメン 卜・ ダイナミクスの記録，発達する治療の計画に型を提供する，患
者／セラピスト聞の相互作用の分析，ダンスセラピス卜の自己観察力の発達， 調査等である。
m インターナショナル・サマー・スクールの概要
1 .ラパンセンター
ラパンセンターはロンドン南東部，テムズ川を渡り更にパスか地下鉄， BAで二十分程行っ
たニュークロス駅の近くに位置する。芸術系の学部を中心とするゴールドスミスカレッジに併
設されているが，現在では両者はほとんど独立した関係にある。ラパンの流れをくむMarion
Northを所長と しダンスの学部と修士過程を持つ。ラパンの教育を伝えることで知られ， 各国
から学生が集まっている。また，学生による 卜ランジッションズというアマチュアのグンスカ
ンパニーを持ち，各国を回り公演活動をしている。 イギリスでは他に HertfordshireColage 
of Art and DesignとR I. C. Eにダンス・ムーブメント ・セラ ピーの研修機関があり イギリ
スのダンス ・ムーブメン 卜協会を構成している。ラパンセンターに機関紙＇ DanceTheatre 
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写真1 ラパンセンター
写真2 チャー チ内の視聴覚教材コーナー
Journal，の編集室がある。事務所や十数室のスタジオ，レクチヤー ルームの入った建物を中心
に，チャーチと呼ばれる教会を改装したと思われる図書館，ボニー・ バ ドー・ シアターという
小規模の劇場の周りに，民家の造りの個別の建物に外国語の教室やメデイ カルセンタ一等があ
り，ひとつの小さな町全体が学校になっているようである。赤茶色のレンガ作りの建物が花で
飾られ，アットホームな雰囲気が，国際的な知名度からは意外であった。
2.プログラム
夏期講座はインターナショナルの名の通り ヨーロッパ以外にも南アフリ カ， アイスランド，
アラスカ，南米，アジア諸国からと多種多様な国籍，年齢の人々が集まっていた。
プログラムは， ダンステクニックの実習を中心としたクラスでは，コンテンポラ リー・ダン
ステクニック，バレエ，ジャズダンス，コレオグラフ，教育関係の特殊教育，ダンス ・イン ・
エデュケーション，ダンスのための音楽，動作観察， その他にSexualPolitics + Dance ，ラ
パン研究，パイレーツ身体調整法から選択することになっている。これらのクラスに平行して
ダンス ・ムーブメント・セラピーの入門コースと更に進んだコース，集中コースが設けられて
いる。またランチタイム ・イベン トとして「ラパンの遺産」， 「ダンスとフィ ルムの関係」，「ダ
ンスの視覚的提示」，「ダンスの社会学と法律入門」の講演や， トランジッシ ョンズ・ダンスカ
ンパニ一等のパフォーマンスが行われた。夜の公演は地域の人々にも公開されていて，子供を
含む多くの人々が気軽に楽しんでいる様子が印
象的であった。
写真3 学生によるパフォーマンス 写真4 ラパンの著書
（於 ：ボニー ・）＼ード・シアター ）
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ダンス・ムーブメン卜・セラピーのプログラムと講師は以下の通りである。
Introduction to Laban Study 
Introduction-Theory 
Theory 
Observat10n 
Experimental Group 
Athina V ahla 
Janie Rymaszewska MCA T 
Rachel Melville-Thomas MCA T 
W alli Meier DMS 
Jacqueline Balat MCAT, ADTR 
Janie Rymaszewska MCAT 
Jacqueline Balatt MCAT, ADTR 
Clare Baker 
Skills 
Dance Class 
参加者はソシアルワーカー，フィ ッシャー・セラピスト，教師，コーチ，プロのダンサ一，
画家等多岐にわたっていたが，日本ではまだ独立した職業として確立されていないダンスや
ムーブメン トセラピストも参加していて，経験や実際の事例報告などから討論が進み，ダンス・
ムーブメン ト・ セラピーの実際を窺うことができた。
3.ラパン・スタディ
(1) LMAの五つの視点
ラパンのシステムによる観察や分析 （LMA）は Body, Action , Dynamics , Space , 
Relationshipの五つの視点からなされる （図2）。例として Bodyを取り上げたクラスでは，「な
ぜBodyが重要か？」という質問から始まり， Bodyは唯一見えるものであり fragment,
limbs , torso , joints , surfacesというように各部位ごとの観察が可能であること，そして
五つの視点に注意を払うことの必要性を，実際の動作を通して確認していった。
(2) Effort Graph 
ラパンの EfortTheoryは運動の奥に何があるのか， 何が人を動かすのかという視点にたち，
四つのファクターから運動分析を行うものである。分析は WEIGHT(light-strong), TIME 
(sustained-sudden) , SP ACE (flex bile-direct) , FLOW (free-bound）の四種類の位相につい
て，運動の質を明らかにする。図3のEffortGraphの線を用い，四つのファクターから普通
二つ以上の組み合わせによって運動を表す。
Relationship 
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???????
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? ?
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? ? ?
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ー?
?
』?
???
bound 
Dynamics 
(Efort) 
巨司
巨E釘石ed sudden 
Action 
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図2 Laban Movement Analysis 
の5つの視点
図3 EFFORT GRAPH 
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Pause 
Gesture 
Action Sequence (3) ???
?? ?
8 Ac-運動は時間の経過に従って推移して行くものであるが，
Rising （図4）を用いて一連の運動を記録したり，逆にtion Sequence 
Sinking 
7 
図から運動を起こすことができる。
6 以上のようなラパンの記譜法を実際に用いた実習を通し， 記譜
Pause 
! 
Jl 
l _g_ S削
Travel 
Jump 
Travel 
Twist left 
Twist right 
5 
4 
3 
2 
法が単に記録するという役割だけでなく，主観的になりがちなセ
ラピーにおける観察の手段として，優れていることがわかった。
本編は1993年度特別研究費を受けて行われた海外研修の報告である。ラパンの著作の一部は
邦訳がなされその理念についても紹介されているが，特にラパノテーションは習得に時間がか
わおN 
もはや必要性はビデオやフィルムによる記録が可能になった現在，かり専門家のものとされ，
しかし今回実際にラパンのエ薄いという考えから，積極的に習得しようという者は稀である。
合理的で実用に向くものであり，フオー トグラフを用いて動作の観察や分析を行ってみると，
その方法ラパンは動きを言葉ではなく図で表したが，難しいものではないことが実感できた。
を知るために英文では単語ひとつにしてもニュアンス、がつかみにくく，邦訳では訳者の主観が
それらが一目で理解できる様に，動きは本来言葉で表混じりはっき りしない部分があったが，
現しつくせないものであることを再認させられた。
20世紀はダンスの世紀という人がいるが，戦後のダンスの研究とパフォーマンスはアメリカ
しかし最近になってその役割ビジネスを牽引するパワーを持っていた。を中心に文化，教育，
は，行き詰りを見せるアメリカからヨーロッパに移りつつある。ラパンの生徒であったクル卜 ・
ヨースの門下のピナ・パウシュによってドイ ツ表現主義が見直されるなど，懐古ではなく新し
いものとしてラパンの研究も注目されてきている。動きをデジタル化するラパンの方法を用い
て，カナダの大学では，コンピューターによるコレオグラフのプログラムを発表している。セ
ラピーの分野でもまだ多くの可能性を持っと考えられる。
ラパンの直接の生徒であった Wali先生の動作観察のクラスでは， 深く考えさ今回受けた，
せられるテーマが毎時間驚きにあふれる方法で提示され， 堅苦しい理論という印象はなく，思
その理論を実際にワーラパンが再認識される時期に，わず引き込まれる楽しいものであった。
そし
てパフォーマンスの分野での可能性を秘めていることを実感することができた。また，ダンス ・
ラパンのシステムが過去のものでなく今後セラピー，教育，クショップを通して体験し，
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ムープメント・セラピーの最近の方向や主要な研究組織，出版物を知ることができ，資料収集
の点でも得るものが大きかった。このような機会を与えていただいたことに感謝の意を表した
いと思う。
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